
2012 年 7 月 21 日 (土)開催 ｜ 基盤教育研究分科会 

『実践共同体の構築－現場での自立的な学びを考える』 

『実践共同体の構築 』参加報告    (レポート HRDM会員 河面 徹) 

7 月 21 日(土曜日)、「トピックわ談会」が開催されました。参加者は男性 17名、女性 5

名で、開催場所は明治大学駿河台キャンパス紫紺館でした。 

今回のテーマは『実践共同体の構築 - 現場での自立的な学びを考える』でした。講

師は関西学院大学教授(経営学博士)の松本雄一先生でした。 

 

 

 

松本先生は、人々が組織の中でどのように技能を形成していくのか、ベテランの人は

新人の人に比べてどこが優れているのか、新人の人はどのようにして一人前になっ

ていくのか、そして組織はどのようなメカニズムでそのような技能形成を支えているの

か、など「経営組織における技能形成」の研究をされています。 

 

松本先生と初対面のご挨拶をさせていただいた際には腰が低くもの静かな方だとの

印象を受けました。しかし、先生のお話しが始まると実に軽妙な語り口で、時折発せら

れるブラックジョークもあいまって、私には取っ付き難かった「実践共同体の構築」とい

うテー 

マにも関わらずぐいぐい"松本ワールド"に引き込まれてしまいました。「トピックわ談

会」の 3時間がアッという間に過ぎた感じでした。 

講義が始まる前と後とのギャップに驚きましたが、それも松本先生の緻密な計算なの

では、と感心した次第です。 

松本先生のお話しは以下の順番でした。 

 

 第 0 パート: 実践共同体とは何か 

 



 第 1 パート: 社内で実践共同体を形成して学ぶ 

 

 第 2 パート: 社外で実践共同体を形成して学ぶ 

 

 第 3 パート: 地域で実践共同体を形成して学ぶ 

 

実践共同体とは何か 

 

 

まず、実践共同体を語るには以下の 3つの立場があるとのことでした。 

ひとつは「学習の共同体」と称される"知識や技能が埋め込まれ、参加することで学ぶ

ことができる"実践共同体で、Wenger がこの実践共同体の生みの親だそうです。 

 

ふたつ目の立場は、「イノベーションの共同体」と称される"公式の組織の中では変わ

ることが難しいのでインフォーマル・グループにより学習やイノベーションにつなげる"

実践共同体で、Brown and Duguid により提唱されました。 

 

みっつ目の立場は、「知識創造の共同体」と称される"公式と非公式の組織とが二重

に編み込まれた"実践共同体で、後年のWenger により提唱されました。 

実践共同体は、教えあい、学びあうことでそこに属する人々がお互いに成長できると

同時にネットワークを広げることができるという特質を持っています。 

 

 

社内で実践共同体を形成して学ぶ 



介護事業者により形成された「学習療法の実践」の勉強会が例に取り上げられました。

この実践共同体においてはコミュニティーの広がりや介護に関する交流が進んだ結

果、学習療法が施される患者もさることながら、介護スタッフも元気になったとのこと

です。 

この例を参考に「ディスカッション 1」として以下のテーマでグループ討議が行われまし

た。 

 

「社内で実践共同体を作るときの障害となるのは何なのか。また、それを克服するに

はどうしたらよいのか」 

 

グループ討議の結果をまとめると以下のとおりになりました。 

障害として考えられるのは、 

・社内では業務の遂行が最優先となるので時間や職制上の制約が障害となる 

・活動をするうえでの場所や資金が障害となる 

・結果を出すことが求められることが障害となる 

・会社の業務との関連性をどのようにするかが障害となる 

などの意見が出されました。 

 

一方、それを克服するには、 

・まずはやれるところから実践共同体を形成する 

・草の根的な活動、例えば「タバコ部屋」でのコミュニケーションなどを参考に実践共

同体を形成する 

 

などの意見が出されました。 

 

 

 

松本先生からは、「実践共同体は常にジレンマを抱えている。そのジレンマをマネー

ジすることで実践共同体を大きくすることができる。また、成果につなげつつ参加者が

楽しめるテーマを選定するなど、リーダーがいかに実践共同体をマネージするかがポ

イントとなる。」とのコメントがありました。 



 

社外での実践共同体を形成して学ぶ 

北九州マイスター「匠塾」や新潟県央マイスター「燕市磨き屋壱番館」、「三条鍛冶道 

場」の実践共同体が例に取り上げられました。これらの実践共同体では、匠と呼ばれ

る先生が実践を通じて未熟な技能者を教育しつつ、コミュニティーを形成し成果をあ

げているとのことでした。 

この例を参考に「ディスカッション 2」として以下のテーマでグループ討議が行われまし

た。 

 

「実践共同体を社外に形成することでどのようなメリットとディメリットがあるか」 

グループ討議の結果をまとめると以下のとおりになりました。 

メリットとして考えられることは、 

・特定の技能を地域のブランドに仕立て上げることができる 

・知的財産のどの部分をオーブンにして、一方、クローズにする部分をどこにするかを

推し量ることができる 

・今まで見えていた事実が異なって見える 

・ポジションパワーが使えず、素直に話し合うことができる 

などの意見が出されました。 

 

一方、デメリットとしては、 

・職能別組合が形成されるのではないか 

・情報管理に関して社員の"暴走"を食い止めるのが難しい 

・時間的には自己犠牲が強いられるのでないか 

 

 

 

などの意見が出されました。 

松本先生からは、「社外の実践共同体に参加することで"違う人生"を歩むことができ

る。また、自分たちの地図を変えることができる。」とのコメントがありました。 

 

地域で実践共同体を形成して学ぶ 



「日本公文教育研究会」における実践共同体が例として取り上げられました。公文で

は地域の主婦が教える立場になることが多く、その人たちの学びの場として実践共同

体が形成されています。その実践共同体は重層的な形態を持ち、いろいろな場面で

学ぶことができるとのことでした。この例を参考に「ディスカッション 3」として以下のテ

ーマでグルー 

プ討議が行われました。 

「「学会」の意義について考える。「学会」を作ることにはどのような意義があるの 

か。」 

 

グループ討議の結果をまとめると以下のとおりになりました。 

・「学会」は研究者の成果の発表の場として機能している 

・定説づくりに寄与している 

・「学会」を通じて周辺知識を得ることができる 

・質問をすることで研究のレベルを高めることができる 

・ネットワークづくりができる 

・研究者と外部の人間とを結びつけることができる 

 

などの意見が出されました。 

 

 

 

松本先生からは、「人とのつながりに枠をはめることで創造性が豊かになる。「学会」

から「学会」が生まれる。集団での学習によりローカルに孤立している人を結びつけ

学習を促進することができる。パラレル・キャリアを積むことができる。」とのコメントが

ありました。 

 

松本先生から最後にまとめとして、「組織」「個人」「実践共同体」の３者間の学ぶ対象

の位置づけを説明していただきました。 

 

「所属する組織から学べること」＆「自分で学ぶこと」＆「学びたいことを学ぶための実

践共同体」 



 

松本先生、"ほんとうに"お疲れさまでした。 
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2012 年 7月 21 日 (土) 14:00～17:00 

実践共同体の構築－現場での自立的な学びを考える 

実践共同体の構築事例を学び、学習を進める実践共同体の運営にはどのようなこ

とが必要なのかを自分の言葉で説明できるようになる。 

関西学院大学 商学部 教授 松本雄一氏 

明治大学 駿河台キャンパス 紫紺館 S４会議室 

千代田区神田小川町３－２２－１４ 

http://www.meiji.ac.jp/koho/campus_guide/suruga/access.html 

35 名 ※最低催行人数 5 名。 開催１週間前までに、お申込人数が最低催行数に

満たない場合は、中止とさせていただきます。予めご了承ください。 

会員：￥2，000-（税込）   非会員：￥8，000-（税込） 

実践共同体(communities of practice)とは、関心を共有する人々が知識や実践を共

有し深めていくための自主的に構築されたコミュニティのことです。 

 

今回ご紹介する国内の実践共同体事例では、多くの人々が自発的に学びの場を

形成し、活発に学んでいらっしゃいます。現場での自立的な学びは、それ自体有用

な知識を生み出す刺激的な場であるとともに、その共同体での活動が、モティベー

ションの向上やネットワークの形成、キャリアデザインの促進など、さまざまな副産

物を生み出しています。 

 

本わ談会では、実践共同体とその活動が生み出す副産物や調査事例を紹介しま

す。 

その上で具体的なトピックについて議論し、実践共同体の運営にはどのようなこと

が必要なのかを、参加者全員で議論していきます。 

 

■写真等記録情報の使用許諾のお願い 

小会では、広報活動及び会員サービスの向上に活用するため、ビデオ撮影、音声

収録、写真撮影、受講アンケートを実施しています。これら映像、音声、画像、コメ

ント（以下、記録情報）は、小会の関わるＷｅｂコンテンツ及び紙媒体の配布資料等

に活用させていただく可能性があります。 

小会活動へのご参加は、記録情報の活用にご承諾いただけたものとさせていただ

きます。 



支払方法と 

領収書発行 

 

 

キャンセル 

について 

 

 

 

 

■支払方法：当日会場受付時に現金支払 

■領収書発行：領収書をご要望の方は、お申し込みの備考欄に「領収書要」と、ご

記入ください。会社名（学校名）欄にご記入いただいた宛名で用意いたします。なお

それ以外の宛名をご希望の方は、お申し込み備考欄に、宛名を明記ください。 

申込後のキャンセルは、早めにご連絡ください。開催の 5 日前より以下のキャンセ

ル料金が発生いたします。なお、キャンセル料に関しては、後日請求となります。 

・開催５日前～３日前のキャンセル料は、参加料の 50％ 

・開催２日前～当日のキャンセル料は、参加料の 100％ 

・連絡なしの不参加は、参加料の 100％ 

 


